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技術者制度検討会について

国土交通省総合政策局建設業課
課長補佐　　　　　城谷　泰朗

１．技術者制度検討会の設置
　建設業は、住宅や社会資本を整備すると
いう大きな社会的使命を担っています。な
かでも、良質な建設生産物の整備の観点か
ら、建設業における技術者は特に重要な役
割を担っており、建設工事の適正な施工を
確保するためには、優秀な技術者が所属す
る企業の技術力を最大限活用しつつ、工事
現場において本人の技術力を十分に発揮す
ることが必要不可欠です。
　このため、建設業法においては、技術者
の質の確保及び向上を図るため、技術検定
制度等を設け、必要な知識や経験を有する
技術者を営業所の専任技術者や工事現場の
主任技術者として配置するとともに、下請
契約の請負代金が一定額以上の元請け建設
業者には、主任技術者に代えて一定の国家
資格等を有する監理技術者の設置を規定し
ています。このような制度により、技術者
の適正配置による建設工事の品質や安全性
の確保、さらには不良不適格業者の排除に
効果を発揮してきました。
　一方、建設投資が減少する中、企業間の
価格競争の一層の激化にともない、労働環
境は極めて厳しい状況に置かれており、少
子高齢化・世代交代により若い優秀な技術
者の確保が困難になるなどの課題が発生
し、技術者制度をとりまく状況も大きく変
わっています。
　さらに、事業仕分けにおいて、これに深
く係わる制度である監理技術者資格者証の
交付は「廃止」、監理技術者講習は「義務

としての監理技術者講習の廃止」という評
価結果が出されたところであり、これらを
踏まえた対応について検討する必要があり
ます。
　このような状況を踏まえ、本検討会で
は、優秀な技術者の確保・育成、その評価
等を効果的に推進し、将来における建設工
事の品質を確保するとともに、不良不適格
業者の排除により技術と経営に優れた企業
の発展に資する技術者制度のあり方につい
て、実務的に検討を行うものです。
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３．技術者制度検討会のスケジュールにつ
　いて
□11月９日　検討会（準備会）
○技術者制度の現状と動向、当面の課題
○アンケート調査の実施（発注者、建設業

団体あて）
○主要業界団体ヒアリングの実施
○今後の進め方

□11月19日　第１回検討会
○技術者制度をとりまく現状と最近の動向

○事業仕分けの評価結果と関係機関等から
の意見聴取

○技術者制度に係る当面の検討課題

□12月24日　第２回検討会
○アンケート結果の報告
○監理技術者資格者証の交付及び監理技術

者講習についての方向性（案）のまとめ
○技術者制度の課題整理

□平成23年１月以降
○数回の検討会を開催し、方向性の具体

化、課題への対応について検討

土木施工管理技士が知っておくべき
公共工事の検査
CPDS指定技術講習用テキスト
出来映えなどの写真を豊富に使い、技士だけでなく発注者
やコンサルタントの方にも大変参考になります。
１．総論
２．施工
３．検査
４．参考資料
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